
【工事の内容】

 静岡御前崎自転車道神戸地下道は、島田吉田線をアンダーパスする施設として造られました。今回補修対象とし

ている上屋は、同地下道の昇降口として建造されていますが、経年による鋼材の劣化が著しく、部分的に鋼材が剥がれ
落ちている箇所も見受けられます。そのため、本工事では上屋の鋼材の補修とともに塗装の塗替え工事を実施します。
今回の景観検討は『立体横断施設』として『横断歩道橋』を準用します。

静岡御前崎自転車道 （交通安全施設維持修繕工事）
平成26年2月

【 現 況 】【 位 置 図 】

景観検討会議対象
立体横断施設

・周辺環境と調和する色の選択に配慮する。

・路線ごとに一連のものとして認識されることから、同様の景観づくりを行う一定区間
について、デザインの基調を統一するよう配慮する。

・道路や周辺環境と調和したものを工夫し、利用者の快適性に配慮する。また、安易
な装飾は避ける。

ふじのくに色彩・デザイン指針
【留意事項】

・周辺施設との連続性を考慮し、隣接する既設上屋
と同色とする。

・隣接の既設上屋はダークブラウンで塗装されてい
るので、同系色のダークブラウンを採用する。

景観検討会議結果

グレーベージュ 10YR6/1

ダークグレー N4

ダークブラウン 10YR2/1

平成25年度(国)150号県単交通安全施設維持修繕工事（地下道施設修繕工）
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